
出品作品リスト

学芸員がおすすめする“この1点”

モダンガールが奏でる調べ
中村大三郎《ピアノ》 1926（大正15）年

駅で見かけた女性を描く
梶原緋佐子《帰郷》 1918（大正7）年頃

　グランドピアノに向かう振袖姿の若い女性が印
象的な《ピアノ》。今まさに演奏の最中なのでしょ
う。ペダルを踏み、真剣な眼差しは鍵盤を弾く指
先を追っています。画面の大半を占めるピアノは
迫力があり、まるでその場に居合わせているような
臨場感があります。その魅力は中村大三郎の細
部にいたる緻密な描写や巧みな写実表現に依る
ところが大きいでしょう。
　鍵盤などパーツの1つ1つを細い輪郭線で正確
に捉え、ピアノの奥行きや黒い光沢、椅子の質感
なども濃淡やぼかしによって見事に表現されてい

ます。また楽譜にはシューマンの「トロイメライ」（右）、「小さなロマンス」（左）が音符まで正確に描き込まれるというリアリズムを見せています。画中のピア
ノが実在するものという話はよく知られ、大三郎の母校である明倫小学校（京都市／現・京都芸術センター）の講堂にあったチェコのペトロフ社製のピアノ
が描かれています。
　さらに本作でひときわ目を引くのは女性の装いです。振袖は赤を基調として、山並みのような裾模様、葡萄と桃の大柄でモダンな帯を胸高に締めてい
ます。鍵盤に構える腕から無造作に垂れ落ちている袂や襦袢は実にリアルであり、着物のシワや足袋の足先に見える指の膨らみなどの細かな陰影表現
がより立体感を際立たせています。髪の毛は当時流行していた「耳隠し」（コテでウェーブをつけた前髪を左右にゆったりと流して耳を隠し、流したサイドの毛を
後頭部の低い位置でまとめる髪型）を髪飾りでまとめています。
　制作当時の1926（大正15）年は西洋文化の影響を受けたいわゆるモダンガールが流行の最先端であり、まだ一般的な習慣ではなかった化粧や断髪、
束髪等が普及していきます。画中の女性も頬紅に赤い口紅と、モダンな当時の流行を伝えています。女性のモデルは、大三郎が同年5月に結婚した妻・
都由子（西山翠嶂の長女）。振袖は実際の婚礼衣装だといい、よく見ると帯には夫婦円満の象徴である鴛

おし

鴦
どり

も配されています。
　新時代の新鮮味を取り入れながらもゆったりとした時間が漂う本作の前で、ピアノの音色を想像してみてください。 （当館学芸員　大森奈津子）

　駅は、さまざまなドラマが生まれる場所です。夢に心はずませる人が、新天地に降り立つ最初の場所。また夢
破れた人が、感傷にひたりながら去っていく場所。列車から降りてくる人を心待ちにしたり、列車に乗って遠くへ
行く人を見送ったり。鉄道が誕生した明治時代以降、駅はさまざまな人間模様が見られる場として絵画や小説、
映画などに多く登場してきました。
　今回展示している《帰郷》もまた、駅での光景が描かれている作品です。
　ひとりの女性が、駅のホームに立ち、遠くを見やっています。待っていた列車がやってきたのでしょうか。傘を持
ち、足を踏み出して乗る準備をしているようです。足元をよく見ると、大きなカバンが置かれています。《帰郷》とい
うタイトルを見れば、女性はこれから故郷に帰る列車に乗るところなのだとわかります。
　女性の顔は青白く、髪は少しほつれており、表情はやや疲れたように見えますが、これから帰郷できるという安
堵もうかがえるようです。このように梶原緋佐子は、駅で見かけた女性の、ふとした仕草や表情を観察して、繊細
でリアルな作品に仕上げました。
　ところで緋佐子は、どこでこの女性を見たのでしょうか。画面の右端に描かれた特徴的な鉄柱と、背景の上方
に描かれた青い案内表示板から、この場所は京都駅のホームであると思われます。本作が描かれたのは1918

（大正7）年ごろ。1914（大正3）年に新しく、2代目の木造駅舎が建てられて間もないときです。ルネサンス風の豪
壮な建築のなかで、多くの人が行き交いました。緋佐子はそのなかにいたひとりの女性を画題に選んだのです。
　この時期緋佐子は、従来一般的であった、眉目秀麗な女性像とは違い、生 し々く現実を映し出す女性像を目指
していました。少しくたびれて、同時に少しほっとした表情に、日々精一杯暮らしている女性の生き様まで表現さ
れているようです。
　華やかなドラマではありませんが、駅を舞台にした、人生の一幕です。 （当館学芸員　森 光彦）

No.登録番号 作者 生没年 作品 制作年 形状・材質 サイズ（cm） 初出展

秋の気配

1 日－003 中村大三郎 明31－昭22 ピアノ 1926（大正15）年 絹本着色  屏風  
四曲一隻

164.5×302.0 第7回帝展

2 日－034 前田青邨 明18－昭52 観画 1936（昭和11）年 絹本着色  額 179.0×222.0 改組第1回帝展

3 日－1021丹羽阿樹子 明33－昭63 奏楽 1936（昭和11）年 絹本着色  額 198.5×209.6 改組第1回帝展

4 日－024 宇田荻邨 明29－昭55 粟 1935（昭和10）年 絹本着色  額 173.0×99.5 第1回市展（京都市買上）

5 日－207 榊原紫峰 明20－昭46 赤松 1919（大正8）年 絹本着色  屏風  
六曲一双

各182.0×375.0 第2回国展

6 日－224 幸野楳嶺 天保15／
弘化1－明28

帝釈試三獣図 1885（明治18）年 絹本着色  軸 146.5×71.5

7 日－783 上村松篁 明35－平13 兎 1938
（昭和13）年頃

紙本着色  軸 67.2×73.0

8 日－233 金島桂華 明25－昭49 叢 1918（大正7）年 絹本着色  屏風  
二曲一双

各170.0×184.0 第12回文展

9 日－157 加藤英舟 明6－昭14 秋園 1927（昭和2）年 絹本着色  屏風  
二曲一隻

171.0×185.0 第8回帝展

10 日－119 武藤  彰 大2－平18 洛北の秋 1945（昭和20）年 紙本着色  額 122.0×155.0 第1回京展
（市長賞第二席受賞）

11 日－295 小野竹喬 明22－昭54 夕雲 1965（昭和40）年 紙本着色  額 98.0×143.0 第8回新日展

12 日－275 山口華楊 明32－昭59 鶏頭の庭 1977（昭和52）年 紙本着色  額 161.5×115.0 第9回改組日展

13 日－137 麻田辨自 明32－昭59 風霜 1959（昭和34）年 紙本着色  額 151.0×136.0 第2回新日展

14 日－305 猪田青以 明39－昭51 すすき野 1972（昭和47）年 紙本着色  額 172.3×225.6 第4回改組日展

15 日－288 下保  昭 昭2－平30 雲はしる 1979（昭和54）年 紙本着色  額 197.0×167.0 第11回改組日展

16 日－997 中路融人 昭8－平29 湖映 1998（平成10）年 紙本着色  額 217.5×167.7 第30回改組日展

大正の女性表現

17 日－252 宇田荻邨 明29－昭55 太夫 1920（大正9）年 絹本着色  屏風  
二曲一隻

194.3×178.4 第2回帝展

18 日－240 勝田  哲 明29－昭55 お夏 1926（大正15）年 絹本着色  軸 228.0×150.5 第7回帝展

19 日－314 竹内栖鳳 元治1－昭17 絵になる最初
（重要文化財）

1913（大正2）年 絹本着色  軸 180.9×87.4 第7回文展

20 日－260 竹内栖鳳 元治1－昭17 絵になる最初（下絵） 1913（大正2）年 墨  淡彩  紙  軸 196.0×85.0 第7回文展出品作下絵

21 日－129 西山翠嶂 明12－昭33 槿花 1923（大正12）年 絹本着色  軸 129.0×85.0 日本美術展覧会

22 日－346 北野恒富 明13－昭22 浴後 1912（明治45）年 絹本着色  額 161.0×86.2 京都髙島屋呉服店
風俗画展

23 日－647 梶原緋佐子 明29－昭63 帰郷 1918
（大正7）年頃

絹本着色  額 205.0×84.5

＊

＊

コレクションルーム秋期
2021年10月2日［土］―12月5日［日］ 本館 南回廊1階

No.19は10月2日（土）～10月31日（日）、No.20は11月2日（火）～12月5日（日）の展示となります。

※都合により、出品作品を変更することがございます。あしからずご了承下さい。



No.登録番号 作者 生没年 作品 制作年 形状・材質 サイズ（cm） 初出展

24 日－854 千種掃雲 明6－昭19 ねざめ 1911（明治44）年 絹本着色  軸 71.8×99.7 丙午会春季展

25 日－300 石川晴彦 明34－昭55 山茶花を持てる女 1926（大正15）年 絹本着色  額 83.9×65.6 第5回国展

食卓のうつわ（五代清水六兵衞　河合卯之助）

26 工－111（五代）
清水六兵衞

明8－昭34 象嵌三島茶盌 1919（大正8）年 陶器 高4.4，口径15.4，
高台高0.6，高台径4.5

27 工－129（五代）
清水六兵衞

明8－昭34 色絵梅の画茶盌 1949（昭和24）年 陶器 高7.2，口径13.3，
高台高0.6，高台径5.2

28 工－623（五代）
清水六兵衞

明8－昭34 麦藁湯呑 昭和初期 陶器  2点組 各高7.5，胴径7.0，
高台径4.7

29 工－108（五代）
清水六兵衞

明8－昭34 絵御本雪景茶盌 1914（大正3）年 陶器 高5.7，口径12.8，
高台高0.5，高台径4.8

30 工－120（五代）
清水六兵衞

明8－昭34 黒楽茶盌 1934（昭和9）年 陶器 高7.6，口径11.2，
高台高0.3，高台径4.5

31 工－117（五代）
清水六兵衞

明8－昭34 七宝茶盌 1929（昭和4）年 陶器 高8.0，口径11.6，
高台高0.6，高台径4.3

32 工－396 河合卯之助 明22－昭44 藤袴赤絵酒器揃 1936
（昭和11）年頃

陶器
（盃洗、徳利2本、
猪口6客、猪口袴6枚）
＊計9点組のうち5点

盃洗： 高 8.3，直径 13.6
徳利： 各高 11.5， 

7.2×7.2
猪口： 各高 3.7，口径 5.5
猪口袴： 各高 1.6， 

直径 8.9

33 工－398 河合卯之助 明22－昭44 石榴赤絵向附 1939-48
（昭和14－23）年頃

磁器  6客組 
＊6点のうち3点

各高 5.3，胴径 11.8

34 工－410 河合卯之助 明22－昭44 瓢箪赤絵徳利 陶器  2本組 各高 12.2，
胴径 7.3，口径 3.2

35 工－397 河合卯之助 明22－昭44 楮の葉白絵彫鉢 1937（昭和12）年 陶器 高 8.0，口径 20.0

36 工－401 河合卯之助 明22－昭44 赤絵高坏 1950（昭和25）年 磁器  6客組 
＊6点のうち3点

各高 8.3，口径 8.8

（秋の気配）

37 工－078（五代）
清水六兵衞

明8－昭34 青華葡萄栗鼠文花瓶 1930（昭和5）年 磁器 高60.0，胴径41.0，
口径26.5

第1回京都工芸美術展

38 工－104（六代）
清水六兵衞

明34－昭55 銹泑錦秋花瓶 1971（昭和46）年 陶器 高42.0，口径41.0

働く女性

39 日－248 山口八九子 明23－昭8 海苔を採る 1927（昭和2）年 絹本墨画淡彩  額 115.4×188.4 第8回帝展

40 日－055 落合朗風 明29－昭12 梅ヶ畑の麦秋 1927（昭和2）年 紙本着色  額 182.0×209.0 第8回帝展

41 日－345 土田麦僊 明20－昭11 愒 1907
（明治40）年頃

絹本着色  軸 62.8×71.5

42 書－008 日比野五鳳 明34－昭60 大原女 1978（昭和53）年 墨  紙  額 52.0×47.0 水穂書展

43 日－932 由里本景子 明39－平12 大原女 制作年不詳 紙本着色  屏風  
二曲一隻

175.0×190.0

44 日－1077岡本大更 明12－昭20 京の町へ 1916（大正5）年 絹本着色  軸 157.7×70.3

45 日－1026丹羽阿樹子 明33－昭63 花市 1943（昭和18）年 絹本着色  額 188.0×177.0 第8回市展

46 日－628 梶原緋佐子 明29－昭63 白絹 1919
（大正8）年頃

絹本着色  額 146.0×198.0

No.登録番号 作者 生没年 作品 制作年 形状・材質 サイズ（cm） 初出展

47 日－227 木村斯光 明28－昭51 傾く日ざし 1931（昭和6）年 絹本着色  額 231.5×183.0 第12回帝展

秋を感じる

48 洋－063 国盛義篤 明30－昭26 篭の柿栗 1945（昭和20）年 油彩  キャンバス  額 48.5×59.5 第1回京展

49 洋－133 森脇  忠 明21－昭24 初秋 1928（昭和3）年 油彩  キャンバス  額 181.0×127.0 第9回帝展

50 洋－223 牧野克次 元治1－昭17 落葉 1903（明治36）年 油彩  キャンバス  額 90.8×151.8 第5回内国勧業博覧会
（大阪）

51 洋－167 辻　平 明24－昭49 鶏頭 1940（昭和15）年 油彩  板  額 92.0×107.0 第5回市展

52 洋－049 浅井  忠 安政3－明40 グレーの柳 1901（明治34）年 油彩  キャンバス  額 59.5×79.5 滞欧作

子どものすがた

53 洋－255 霜鳥之彦
（正三郎）

明17－昭57 少女（休憩） 1926（大正15）年 油彩  キャンバス  額 72.7×100.0 第7回帝展

54 洋－144 黒田重太郎 明20－昭45 朝涼 1935（昭和10）年 油彩  キャンバス  額 141.5×130.0 第22回二科展

55 洋－027 大貫松三 明38－昭57 子供達 1937（昭和12）年 油彩  キャンバス  額 154.0×286.0 第1回新文展

56 洋－135 森脇  忠 明21－昭24 骨牌 1937（昭和12）年 油彩  キャンバス  額 151.0×181.0 第1回新文展

57 洋－090 太田喜二郎 明16－昭26 樹陰 1911（明治44）年 油彩  キャンバス  額 89.0×115.0 滞欧作

山鹿清華と中村鵬生

58 工－487 山鹿清華 明18－昭56 手織錦壁掛  東京タワー 1958（昭和33）年 手織錦 タペストリー 148.0×91.0

59 工－490 山鹿清華 明18－昭56 手織錦壁掛   極楽魚 1971（昭和46）年 手織錦 タペストリー 117.0×94.0 現代工芸10周年記念展

60 工－486 山鹿清華 明18－昭56 手織錦壁掛  
星座・月・ロケット

1958（昭和33）年 手織錦 タペストリー 371.0×164.0 第1回新日展

61 工－943 中村鵬生 明39－昭34 手織錦壁掛  温室 1931（昭和6）年 手織錦  絹  タペストリー 174.0×81.0 第12回帝展

62 工－947 中村鵬生 明39－昭34 手織錦壁掛  紅鶴群 1942（昭和17）年 手織錦  絹  タペストリー 164.0×173.0 第5回新文展

63 工－950 中村鵬生 明39－昭34 手織錦壁掛  青い王冠 1955（昭和30）年 手織錦  絹  タペストリー 134.0×150.5 第11回日展

深まる秋

64 工－891 皆川月華 明25－昭62 描染  晴日放鷹 1938（昭和13）年 糊絵  絹  屏風  
二曲一隻

168.0×182.0 第2回新文展

65 工－016 番浦省吾 明34－昭57 草花図彩漆衝立 1936（昭和11）年 蒔絵  彩漆  木胎 91.0×109.0×31.0 昭和11年文展鑑査展
（選奨）

66 工－019 奥村霞城 明26－昭12 漆器鹿の図パネル 1937（昭和12）年 蒔絵  コルク  額 172.0×172.0 第1回新文展

67 工－013 堂本漆軒 明22－昭39 花器烏瓜図 1935（昭和10）年 蒔絵  蝋漆  木胎 高37.0，胴径13.0 第1回市展
（紅賞受賞、京都市買上）

68 工－012（六代）
清水六兵衞

明34－昭55 果実文飾皿 1935（昭和10）年 陶器  上絵付 高8.5，口径45.0 第1回市展
（紫賞受賞、京都市買上）

69 工－326（二代）
平野吉兵衛

明1－昭17 青銅紅葉透手焙 1916（大正5）年 鋳金  青銅  2点組 各高25.5，胴径23.0


